
>S訪 藤 F10コ く)警
Z
O
ヽ
嗅
ω

｀。ヾ・…

＼ ｀‐‐́́

窺



朝鮮 (愛知版)_2023年 7月 (473)

「政府の行為によって再ひ戦争の修組が起こることのなし1や うに」
驚

(日 本国完法前文)

縞 υ平和の%のり〃

'地 図を読 みや

すくして本にし

ました。 会場
で販売します

空襲で燃 る前の
栄3と大須の姿

～戦時下名古屋の防空防火改修区

2023あいち 0平琴日のための戦争展実行委員会
〒461‐0004 43古層:市,薇 EXI葵 1-22‐26民主会館4F 電話052-931‐ 0070



日

朝

協

会

の

展

示

コ

ー

ナ

ー

場
所

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
圏
楽

晨

一小
室

ａ

ｇ

曇

内
容

②①
之

罐

麗

乙

（躍

響

謳

“
躍

予

舅

諫

艶

蠅

中
』

●

鰊
藝
聰
蒻
陽
憚
珈贔
鰺

／
場
所
」
「
備
考
」

髪を含■0見どこ・3
L時 :8月13日◎11:oO～

～「みんながまんまる笑顔になりますように」「まん
まるな人のわ、平和のわが広がつていきますように」と
願いを込めた太鼓・踊り・うたの舞台～

〈演目〉獅子舞・みのり囃子・詩の朗読 ほか

日本と朝鮮 (愛知版) 2023年 7月 (473

前売り券あり お申込み :080…5296‐4154(まんまる企画)

目腱:8月13日⑬1330～

斗疑∃滋さん(ジャーナリスト)

「専守防衛」をかなぐり捨て、敵基地攻撃能力を保有しようとする
「安保三文書」。その実態に防衛ジャーナリスト半田滋さんが迫ります。

.F今年0暴示編介

―兵士として従軍した、村瀬氏が残した貴重な戦時の写真を展示しますc

日中戦争における戦争のリアルを伝えます。

●

●

螢3と宣鋼動物

軍馬、軍犬、軍鳩などの軍用動

物が戦時中、どのように扱われて

いたかという実態に迫ります。

毅型群ジヽ

明治から太平洋戦争まで戦没した軍人、軍属
1175名の記録を展示し、戦争の実相に迫ります。

|■蘇 ● :11‐ 11‐ ■  11● ■ |

戦争晨とは ,…

県内の、戦争の実態を掘り起こし、記録  |
している団体や、戦争に反対する活動に  |
取 り組んでいる平不B団体などで実行委

員会を結成し、開催してしヽます。それら

の団体が過去の戦争だけでなく現代の

戦争についても展示しています。

‡.==1鬱 ‐‐轟

:藤il電?:|

「幸和のおゆつ戦争晨」



日本と朝鮮 ( 2023年 7月 (473)

日時:8月12日 01a30～

豊川海軍工廠供養塔と
高校生たち
戦争遺跡の保存運動で先頭にたつた豊り|1高校

教諭であり、「豊川海軍工廠を保存する会」会長
の伊藤泰正さんからとりくみの紹介。県下各地で

行われる高校生の平和活動の報告も行われます。

●11:00～ 11:40
“太鼓よ響:サ

いのちつなくうた "

(民族芸能まんまる企画)

有料企画 有料企画

●12:20～ 14:20
講演「いま沖縄で

起こっていること」
講師 :北上田源さん

(琉球大学)(実行委員会企画)

● 14:50～ 16:50
「関東大震災10o年 、記憶・
継承されるべき翼実」
「飴売り具學永」著者

金鐘沫さん講演会
(「韓国併合」100年東海行動)

●11:50～ 12:30
被爆体験 (愛友会)

●13:30～ 15:30
講演「革拡増税でいいの ?
～防衛費倍増が

国民負担に～」

半田 滋さん

(防衛ジャーナリスト)

(アジア太平洋戦争を忘れない

実行委員会)

有料企画

※有料企画は、戦争展入場料
以外に500円かかります

日時:8月12日①
請 演 :「いま沖縄で起こつていること」

贔 覺 二 .襦 鵬 OX翼 響褥 骰 髯魏 け 、
事故。そして辺野古では米軍の新基地建設が行われています。
「いま沖縄で起こっていること」をお話しいただきます。

戦 争 晨 ビ ー スース テ _ジ ブ 。 グ ラ ム
市民ギャラリー第4展示室 東文化小劇場

●10:30～ 11:30
「蘇る空襲で燃える前の

名古屋の姿と名古屋空襲」
″ ″  メ■■雫等雪彎多含)

● 12:00～ 13:00
「女性と戦争」

麟渕孵聰辟
三上智恵監督新作

「沖縄、再び戦場へ」(仮 )

スピンオフ作品 上映会
_ メ●い0沖燿含講,

● 15:00～ 17:00

総議 朧 謂
(日 中友好協会愛知県連合会)

● 10:30～ 11:50
「豊川海軍工廠供養驚と
高校生たち」

(中高生向け戦争展を

めざす懇談会)

12:20～

● 11:30～ 12:30
「『新しい戦前』にしなし

…  `予型澤棒含2

● 13:00～ 14:00
トークセッション

「九条のこころと『戦争と平和』
～全世界の市民が平和のうち
に生存するために」
(日本ユーラシア協会

…  黎 躊 韓 )

● 14:30～ 15:30
「戦争に反対したお坊さんJ

(大東仁さん

真宗大谷派園光寺住職)

● 16:00～ 17:00
「南京大虐殺」

(ノーモア南京名古屋の会)
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一の
タ

学
習 農

業
一群
一学
一技
術

のイ
進
展

ム
一サ
・１
な

咸
鏡
南
道
正
平
郡
の
独
山
里
党

委
員
会
は
、
連
の
労
働
者
と
農
業

労
働
者
の
間
で
科
学
的
な
農
業
ス

タ
イ
ル
を
確
立
す
る
の
に
良
い
仕

事
を
し
て
い
る
。

ま
ず
第

一
に
、
李
党
委
員
会
は
、

初
心
者
労
働
者
が
農
業
科
学
技
術

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
学
ぶ
こ
と
を
奨

励
し
、
作
業
部
会
や
細
分
化

へ
の

科
学
的
指
導
が
徹
底
的
に
保
証
さ

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

委
員
会
は
ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
が
技
術
学
習
に
対
す

る
態
度
を
修
正
す
る
た
め
の
高
い

要
件
を
提
起
し
、
学
習
プ

ロ
セ
ス

が
技
術
ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル
を
向
上

さ
せ
る
良
い
機
会
で
あ
る
こ
と
を

保
証
し
ま
す
。

同
時
に
、
リ
ア
ン
の
す
べ
て
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
技
術
者

と
水
田
水
管
理
労
働
者
に
新
し
い

農
業
科
学
技
術
の
知
識
を
広
め
る

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
が
タ
イ
ム
リ
ー
に

組
織
さ
れ
、
米
や
そ
の
他
の
作
物

の
非
排
水
管
理
を
科
学
技
術
要
件

に
従

っ
て
実
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

李
党
委
員
会
に
よ
つ
て
組
み
立

て
ら
れ
、
精
力
的
に
推
進
さ
れ
て

い
る
農
業
科
学
技
術
の
学
習
は
、

リ
ア
ン
の
労
働
者
と
農
業
労
働
者

が
科
学
的
農
業
の
優
位
性
を
深
く

認
識
し
、
よ
り
多
く
を
学
ぶ
た
め

に
積
極
的
に
努
力
す
る
良
い
機
会

で
す
。

リ
ア
ン
の
労
働
者
と
農
業
労
働

者
は
、
国
の
米
毒
の
責
任
者
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
、
科
学
技
術
学
習

の
精
神
を
よ
り
徹
底
的
に
構
築
し

て
い
ま
す
。

地
方
一で
の
着
一実

な

拡

大

●

一●

一

共
和
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の

農
業
部
門

の
労
働
者
と
労
働
者

は
、
彼
ら
の
業
績
を
拡
大
し
続
け

て
い
ま
す
。

市
、
郡
の
農
業
指
導
機
腱
は
、

穀
物
生
産
目
標
の
占
領
を
人
民
経

済
発
展
の
た
め
の
十
二
の
重
要
な

高
地
の
最
初
の
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
、
農
業
労
働
者
の
熱
意
を
積

極
的
に
喚
起
し
、
金
玉
城
に
集
団

的
革
新
を
生
み
出
す
と
い
う
党
中

央
委
員
会
の
高
尚
な
意
図
を
支
持

し
て
い
る
。

東
林
郡
の
農
村
で
は
、
キ
ム

・

マ
ギ
が
激
し
く
追
い
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

農
業
従
事
者
は
、
高
い
目
標
を

設
定
し
、
蒸
し
の
品
質
と
速
度
を

確
保
す
る
こ
と
に
主
な
努
力
を
払

う
こ
と
に
よ
つ
て
、
彼
ら
の
仕
事

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
の
向
上
に
沿

っ
て
、
軍
は

詳
細
な
銃
評
価
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

働
き
た
い
と
い
う
願
望
を
奨
励
し

続
け
て
い
ま
す
。

文
徳
郡
で
は
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
に
、
蒸

し
と
使
用
率
を
上
げ
る
合
理
的
な

手
段
を
備
え
て
い
ま
す
。
農
業
労

働
者
は
金
三
二
の
意
義
と
重
要
性

を
深
く
認
識
し
、
社
会
主
義
競
争

を
積
極
的
に
実
施
し
、
日
々
確
実

に
計
画
を
実
行
し
て
い
る
。
彼
ら

の
献
身
的
な
努
力
の
お
か
げ
で
、

軍
は
昨
年
よ
り
も
は
る
か
に
早
く

田
ん
ぼ
の
収
穫
を
終
え
ま
し
た
。

ア
ナ

ツ
ク
郡
は
、
大
水
や
雨
風

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

が
、
キ
ム
マ
ギ
を
見
失

っ
て
い
ま

せ
ん
。

農
業
労
働
者
は
、
日
常
的
に
蒸

し
作
業
を
行
う
責
任
が
あ
り
ま

す
。
農
村
部
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
も

助
け
合
い
、
リ
ー
ド
し
合

つ
て
お

り
、
海
藻
で
は
な
く
土
を
縛
る
本

物
の
農
家
の
姿
勢
で
丁
寧
に
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ク
ム
ヤ
く
ん
の
キ

ム
マ
ギ
の
パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
を
常

に
改
善
し
て
い
ま
す
。

労
働
者
は
、
郊
外
の
砲
撃
ま
で

数
回
キ
ム
マ
ギ
を
定
性
的
に
実
行

す
る
と
い
う
目
標
を
設
定
し
、
組

織
作
業
を
徹
底
的
に
実
行
し
ま
し

た
。
農
業
従
事
者
は
、
水
田
に
い

く
ら
肥
料
を
散
布
し
て
も
、
蒸
気

が
濃
け
れ
ば
効
果
が
増
す
こ
と
が

で
き
ず
、
霧
や
蒸
し
が
残
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

誇
り
高
い
業
績
で
七
〇
周
年
を

輝
か
せ
よ
う
と
す
る
世
界
中
の
農

業
部
門
の
労
働
者
と
労
働
者
の
高

揚
し
た
熱
意
の
お
か
げ
で
、
キ
ム

マ
ギ
の
パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
は
上
昇

し
続
け
て
い
ま
す
。
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日
本
被
告
企
業
の
盾
を
買

っ
て

出
た
ア
錫
悦
（
ユ
ン

・
ソ
ン
ニ
ョ

ル
）
政
権
の
歩
み
が
、
も
う
眼
を

開
け
て
は
見
ら
れ
な
い
有
り
様
で

あ
る
。
升
錫
悦
政
権
は

一
体
、
誰

の
た
め
に
働
く
政
権
な
の
か
、
と

尋
ね
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

第
二
者
弁
済
を
拒
否
し
て
い
る

強
制
動
員
被
害
者
の
債
券
を
消
滅

さ
せ
る
た
め
に
、
裁
判
所

へ

「判

決
金
」
の
供
託
を
申
請
し
た
升
錫

悦
政
府
は
、
裁
判
所
か
ら
続
々
と

出
さ
れ
る

「不
受
理
」
処
分
に
直

面
し
て
、
供
託
の
有
効
性
を
争
う

た
め
、
再
び

「異
議
申
立
」
に
出

た
。政

府
は
今
月
五
日
、
梁
錦
徳
（ヤ

ン

・
ク
ム
ド
ク
）
さ
ん
の
債
権
と

関
連
し
て
、
「判
決
金
」
の
供
託

日
本
企
業
の
免
責
の
た
め
に
国
民
の

血
税
で
韓
国
司
法
府
と
の
喧
嘩
を
始

め
た
ヂ
錫
悦
政
権
を
糾
弾
す
る

を

「不
受
理
」
処
分
し
た
光
州
地

　

滅
を
企

て
る
政
権

の
暴
挙
で
あ

方
裁
判
所
に
異
議
申
立
を
提
起
じ
　
　
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
加
害
者
で

た
の
に
続
き
、
十
四
日
故
朴
海
玉
　
　
あ
る
日
本
の
被
告
企
業
か
ら
謝
罪

（パ
ク

・
ヘ
オ
ク
）
さ
ん
の
遺
族
を
　
　
と
正
当
な
賠
償
を
受
け
よ
う
と
す

購
機
は
ざ
『

　
「

決
確
計
胸
¶
蝙
焼
　
　
』
戦
鶴
罐
綬
罐
赫
詢
猜
醐
睦
椒
瑚

を
受
け
た
全
州
地
方
裁
判
所
に
、
　

　

の
問
題
に
終
止
符
を
打
と
う
と
す

再
び
異
議
申
立
を
提
起
し
た
。
　
　
　
る
も
の
で
あ
る
。

韓
国
民
法
第
四
六
九
条
は
、
「債
　
　
　
（韓
国
）
外
交
部
の
説
明
に
よ

務

の
弁
済
は
第
二
者

で
も
で
き

　

れ
ば
、
市
民
団
体
が
第
二
者
弁
済

る
。
し
か
し
債
務
の
性
質
、
ま
た
　
　
を
拒
否
し
て
い
る
被
害
者
を
支
援

如
燿
辮
猪
詢
様
聴
桟
断
』
げ
鶴
殖
　
　
計
』
燎
動
め
罐
ヽ
鐘
詢
耗
跡
蹄
靴

で
な
い
。
利
害
関
係
の
な
い
第
二
　
　
た
背
景
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。

者
は
、
債
務
者
の
意
思
に
反
し
て
　
　

，）れ
は

一
体
、
誰
の
た
め
に
し
て

返
済
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

　

い
る
の
か
、
尋
ね
ざ
る
を
得
な
い
。

と
規
定
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
被
告
企
業
の
賠
償
責
任
を

免
責
さ
せ
る
た
め
に
、
韓
国
政
府

ま
ず
、
「供
託
」
は
そ
れ
自
体

　

が
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
し
な
け
れ
ば

で
、
強
制
動
員
被
害
者
の
債
券
消
　
　
な
ら
な
い
の
か
？
　
加
害
者
で
あ

る
日
本
政
府
及
び
日
本
被
告
企
業

に
は
、
た

つ
た
ひ
と
言
も
口
に
で

き
な
か
つ
た
芦
錫
悦
政
府
が
、
逆

に
被
害
者
の
正
当
な
権
利
を
踏
み

に
じ
る
た
め
に
、
こ
ん
な
事
ま
で

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
や

さ
ら
に
開
い
た
日
が
塞
が
ら
な

い
の
は
、
テ
錫
悦
政
府
の
破
廉
恥

加
減
だ
。
最
小
限
の
良
心
さ
え
あ

れ
ば
、
日
本
の
被
告
企
業
の
責
任

を
免
責
さ
せ
る
た
め
に
、
民
法
の

規
定
す
ら
も
無
視
し
て
無
理
矢
理

供
託
を
試
み
た
あ
げ
く
、
裁
判
所

か
ら
つ
き
返
さ
れ
た
こ
と
を
恥
ず

か
し
く
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。強

調
す
る
が
、
裁
判
所
で
出
さ

れ
た
加
害
者

の
賠
償
責
任
判
決

を
、
無
茶
な
こ
と
に
被
害
国
が
代

わ
り
に
引
き
受
け
る
ケ
ー
ス
が
、

こ
の
世
の
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う

か
？
　
ン」
れ
が
果
た
し
て
大
韓
民

国
の
憲
法
精
神
で
、
こ
れ
が
升
錫

悦
政
権
が
強
調
す
る
法
治
な

の

か
？と

こ
ろ
が
自
粛
し
て
も
足
り
な

い
局
面
な
の
に
、
こ
れ
が
不
服
で

再
び

「異
議
申
請
」
に
出
る
な
ど
、
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そ
ん
な
無
謀
な
度
胸
と
執
念
は
、

一
体
誰
の
た
め
の
も
の
な
の
か
？

政
府
が

「異
議
申
請
に
乗
り
出

し
た
の
は
、
ひ
と
言
で
被
害
者
の

正
当
な
権
利
を
踏
み
に
じ
る
た
め

に
、
死
に
物
狂
い
の
決
断
で
終
え

さ
せ
る
と
い
う
宣
言
で
あ
る
。　
マ

ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
と
こ
の
た
め

に
政
府
は
、
最
高
裁
判
事
出
身
の

ミ
ン

・
ヨ
ン
イ
ル
弁
護
士
、
李
明

博
政
府
の
青
瓦
台
（大
統
領
官
邸
）

法
務
秘
書
官
を
務
め
た
カ
ン

・
フ

ン
弁
護
士
な
ど
、
人
人
の
豪
華
な

弁
護
団
ま
で
立
て
た
と
確
認
さ
れ

た
。そ

の
お
金
は
当
然
、
国
民
の
血

税
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
韓

国
国
民
の
血
税
で
豪
華
に
弁
護
団

を
立
て
て
、
日
本
の
被
告
企
業
の

賠
償
責
任
を
免
せ
る
た
め
に
、
韓

国
の
司
法
府
と
闘
う
と
い
う
の
で

あ
る
。
ま
さ
に
驚
天
動
地
す
べ
き

事
だ
。

日
本
に
は
限
り
な
く
ペ
コ
ペ

コ

し
て
、
逆
に
今
度
は
韓
国
の
司
法

府
を
相
手
に
ハ
チ

マ
キ
を
締
め
て

決
起
す
る
と
い
う
の
か
？
　
日
本

の
被
告
企
業
の
賠
償
責
任
を
免
せ

る
た
め
に
、
強
制
動
員
被
害
者
と

闘
う
だ
け
で
は
足
り
ず
に
、
次
は

行
政
府
が
韓
国
の
司
法
府
と
闘
う

と
言
う
ヂ
錫
悦
政
府
は
、　
一
体
誰

の
た
め
の
政
府
な
の
か
？
　
）」れ

だ
か
ら
升
錫
悦
政
府
が
、
日
本
政

府
の

「龍
山
支
所
」
と
い
う
罵
声

が
聞
こ
え
て
来
る
の
で
は
な
い
の

か
―憲

法
記
念
日
を
迎
え
て
、
升
錫

悦
政
府
の
反
憲
法
的
、
反
人
権
的
、

反
民
族
的
態
度
を
強
く
糾
弾
す

ス
υ
ｌ
・三

〇
二
三
年
七
月
十
七
日

韓
日
歴
史
正
義
平
和
行
動

【李
洋
秀
氏

・
訳
】

覇
登
轟
」覇

「拒
否
」
明
快
な
梁
錦
徳

さ
ん
ら
と
は
別
件
で
す

韓
国
外
交
部
は
七
月
十
二
日
、

躊
帝
強
制
動
員
被
害
者
支
援
財
団

が
、
政
府
の
示
し
た
解
決
方
法
を

受
け
入
れ
た
被
害
者
の
中
に
事
情

上
、
判
決
金
を
受
領
す
る
こ
と
が

で
き
な
か

つ
た
被
害
者

一
人
の
遺

族
二
人
に
十
二
日
　
判
決
金
と
遅

延
利
子
を
支
給
し
た
、
と
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

結
論
か
ら
申
し
上
げ
れ
ば
、
こ

の
件
は

「判
決
金
」
を
拒
否
し
て

い
％
四
人
と
は
無
関
係
の
話
で

理
解
を
助
け
る
た
め
に
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

外
交
部

の
今
日
の
発
表
内
容

は
、
二
〇

一
人
年
十

一
月
二
九
日

韓
国
大
法
院
の
勤
労
挺
身
隊
事
件

に
関
す
る
日
本

・
三
菱
重
工
業
に

対
す
る
判
決
宣
告
中
、
被
害
当
事

者
で
あ
る
梁
錦
徳

ハ
ル
モ
ニ
な
ど

の
場
合
と
は
別
の
、
遺
族
で
訴
訟

に
参
加
し
た
故
金
中
坤
氏
に
関
わ

る

「債
権
」
事
情
で
す
。

こ
の
訴
訟
の
原
告
は
全
部
で
五

人
で
、
四
人
は
直
接
の
被
害
者
（梁

錦
徳
、
金
性
珠
、
朴
海
玉
、
李
東

連
）
、　
一
人
は
遺
族
（金
中
坤
）
で

し
た
。

原
告
金
中
坤
氏
の
場
合
、
光
州

ス
チ
ヤ
ン
小
学
校
卒
業
後
、
三
菱

重
工
業
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
に

動
員
さ
れ
て
、　
一
九
四
四
年

一
二

月
七
日
、
東
南
海
地
震
に
よ
り
、

現
場
で
死
亡
し
た
故
金
淳
礎

（中

坤
氏
の
妹
）
、
及
び
同
じ
時
期
、

同
現
場
に
動
員
さ
れ
て
い
た
故
金

福
稽
（中
坤
氏
の
配
偶
者
）
の
、
被

害
者
二
人
の
遺
族
資
格
で
訴
訟
に

参
加
し
ま
し
た
。
（金
中
坤
氏
は
、

妹
と
と
も
に
動
員
さ
れ
て
か
ら
帰

っ
て
来
た
妹
の
友
達
で
あ
る
金
福

礎
と
結
婚
）

と
こ
ろ
で
、
原
告
金
中
坤
氏
が

大
法
院
判
決
後
に
死
亡
含
一〇

一

九
年

一
月
二
五
日
）
し
、
そ
の
遺

族
が
皆
相
続
権
を
持

つ
よ
う
に
な

り
ま

し
た
。

特
に
堆
震
で
死
亡
し
た
金
淳
薩

と
関
連
、
原
告
金
中
坤
を
始
め
と

し
て
、
金
中
坤
の
姉
妹
も
相
続
権

を
持

つ
て
お
り
、
姉
妹
中
に
は
海

外
に
居
住
す
る
方
ま
で
あ
る
な

ど
、
あ
れ
こ
れ
と
二
〇

一
人
年
の

大
法
院
判
決
と
関
連
し
た
相
続
権

を
持

つ
方
が
皆
で
四
七
人
に
も
な

り
ま
す
。

確
認
さ
れ
た
四
五
人
は

「判
決

金
」
を
各
々
の
持
分
に
よ

つ
て
受

領
し
ま
し
た
が
、
残
り
二
人
は
こ

の
間
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
未
払
い
状
態
に
あ

つ
た
も

の
で
、
今
日
（七
月
十
二
日
）
支
給

し
た
こ
と
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

三
〇
二
三
年
七
月
十
二
日

社
団
法
人
日
帝
強
制
動
員
市
民

ハ〕
〈〓
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第 ・朧その2講
颯●

不
▲
菫

薔
姓
去
何
驚
繊
爾

苺
鋼
ま
ぽヽ
未
艤
´
機
擬
ヽ
甍

可
鋪
若
一
癬
籍
森
奮
春
熱
を
手
量
亀
菫
専
ｔ
ん

曇
千
嵐
動
辮

御
鶴
こ
綺
書

夕
君
穏

菫
奪
録

番

ま

た
革
機
　

１ヽ

ふ
港
春
欝
奪
チ
凛
え
檬
繊
こ
力
払
澁
一
”
氣
畿
ｔ

呻
綺
几
社
た
碁
嵐
た
氣
■
機
警
縄
一切
■
蕉
月
ん

二
嗅
【
チ
こ
専
暮
轟
ギ
颯
督
ｔ

，
メ
鷲
網
蕪
燿

藤
ふ
魔
一
葉
罐
腐
ま
像
磨
藉
〓
籍
奪
チ
亀
華
薙

華
厳
経
論
か
ら

，

ヽ
．　

．　

　

　

　

　

　

一
．

′．
‐
　

，
‘
一舞

ｉ

鳥
毛
立
女
屏
風
か
ら

円
仁
像

新
羅
の
日
本
貿
易
、

「
正
倉
院
」
の
宝
物

白
村
江
の
戦
い
に
よ
つ
て
、
新

羅
と
日
本
は

一
時
、
敵
対
関
係
に

あ

っ
た
が
、
新
羅
の
張
保
皐
の
唐

・
新
羅

。
日
本
の
海
路
を
支
配
し

た
影
響
力
も
あ

っ
て
、
貿
易
が
開

始
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。

『
張
保
皐
が
活
動
し
た
９
世
紀

に
至
り
、
日
本
国
王
は
人
〇
四
年

に
黄
金
三
〇
〇
両
を
新
羅

へ
贈

っ

て
、
和
親
の
締
結
を
堤
し
、
同
時

に
貿
易
の
取
引
を
行
う
こ
と
を
要

請
し
た
。
』

『
人
四
〇
年
に
青
海
鎮
大
使
張

保
皐
は
日
本
の
九
州
大
宰
府
に
使

臣
を
派
遣
し
て
貿
易
関
係
を
結
ぶ

こ
と
を
提
案
し
た
』
Ｇ
朝
鮮
の
絹

と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
曹
喜
勝
）

新
羅
の
日
本

へ
の
輸
出
品
は
、

「
正
倉
院
」
の
宝
物
を
通
じ
て
、

そ
の

一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
「
正
倉
院
」
の
西
域

文
物
が
、
新
羅
に
よ
つ
て
日
本

ヘ

伝
来
し
た
こ
と
等
が
、
「鳥
毛
立

女
屏
風
」
（鳥
の
毛
で
作

つ
た
女

人
の
立
像
と
屏
風
）
の
下
紙
が
新

羅
人
の
書
物
で
あ
る
こ
と
が
、
明

ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
最

近
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
日
本
史
学
界
で
論

議
さ
れ
た
諸
説
が
、
あ

つ
け
な
く
、

新
羅
か
ら
の
西
域
物
産
で
あ

つ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。

正
倉
院
の
中
に
保
存
さ
れ
て
き

た
華
厳
経
論
の
仏
教
典
に
、
新
羅

の
村
落
関
係
の
文
書
が
下
紙
に
付

着
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
出
所
も

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
「
日
本
史
」

は
従
来
は
カ
シ
ミ
ヤ
か
ら
伝
来
と

記
述
し
た
が
、
新
羅
か
ら
の
伝
来

と
判
明
し
て
、
そ
の

「国
際
性
」

の
実
体
に
い
さ
さ
か
気
落
ち
し
て

い
る
。張

弓
福

↑
‘
八
四
一

年
）
と
円
仁

張
弓
福
は
、
唐
の
科
挙
の
武
科

に
合
格
、
三
〇
代
で
少
将
に
ま
で

昇
進
し
た
。
帰
国
し
た
後
、
新
羅

王
か
ら
清
海
鎮
の
大
使
に
任
命
さ

れ
、　
一
万
の
兵
を
授
け
ら
れ
た
。

唐
の
海
賊
を
取
り
締
ま
り
、
東
シ

ナ
海
を
制
す
る
。
東
は
日
本
の
博

多
か
ら
西
は
唐
の
福
建
ま
で
の
海

域
を
制
す
る
。

ヽ
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張
弓
福
は

「続
日
本
紀
」
で
は
、

張
宝
高
に
な

っ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
名
僧
、
最
澄
は
天

台
宗
を
ひ
ら
い
た
が
、
そ
の
弟
子

の
円
仁
が
張
弓
福
の
世
話
で
唐
で

修
行
し
た
話
は
余
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。

円
仁
は
師
の
最
澄
が
学
ん
だ
天

台
山
を
目
指
し
た
が
、
唐
の
許
可

が
下
り
な
い
っ
た
。
そ
こ
で
張
弓

福
の
た
す
げ
で
赤
山
院
に
か
く
ま

わ
れ
、
そ
の
後
に
新
羅
人
に
な
り

す
ま
し
て
、
旅
行
許
可
書
を
得
て
、

五
台
山
に
向
か
う
。
　

．

円
仁
は
張
弓
福

へ
お
礼
の
手
紙

を
出
し
て
い
る
。

「私
は
ま
だ
閣
下
に
お
目
に
か

か
る
光
栄
に
浴
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
私
は
閣
下
の
偉
大
な
こ
と
は
、

か
ね
が
ね
承

っ
て
お
り
ま
す
。

（略
）
　

私
は
閣
下
の
発
願
に
よ

っ
て
、
・祝
福
さ
れ
た
地
域
を
旅
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（略
）

清
海
鎮
　
張
大
使
閣
下
　
円
仁

状
を
上
る
　
」

円
仁
は
九
年
二
ヶ
月
後
に
日
本

に
帰

つ
て
、
天
台
宗
を
大
き
く
発

展
さ
せ
、
「慈
覚
大
師
」
と
お
く

り
名
さ
れ
た
。

※
　
　
※
　
　
※

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は

「仏

教
東
漸
」
の
道
筋
で
あ
り

、
イ

ラ
ン
す
な
わ
ち
ペ
ル
シ
ャ
文
化
の

道
で
あ

つ
た
。

ペ
ル
シ
ャ
文
化
は
、
西
域
か
ら
、

敦
爆

。
長
安
そ
し
て
新
羅
に
も
た

ら
さ
れ
、
さ
ら
に
奈
良
に
ま
で
影

響
を
あ
た
え
た
。

シ
ル
ク
の
道
は
、
中
国

・
朝
鮮

か
ら
の
、
絹
の
西

へ
の
伝
達
の
道

で
も
あ
る
。
そ
の
道
を
、
我
が
高

句
一麗
の
使
臣
、
新
羅
の
高
噌
、
調

鮮
産

の
絹
が
大

い
に
足
跡
を
残
し

た
。陸

路
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
海
を

こ
え
て
、
日
本
に
ま
で
つ
な
い
だ

史
跡
は
こ
れ
ま
た
歴
史
の
貢
献
と

一百
え
る
。

玄
失
の

『
大
唐
西
域
記
』
、
慧

超
の

『
往
五
天
竺
国
伝
』
、
日
仁

の

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
」
は
、

東
ア
ジ
ア
の
大
旅
行
記
で
あ
る
。

そ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
新
羅
人
が

い
た
。

てご参加下さい。

記

●2023年 3月 31日 (本)民主会館 2階
, 18{Ю ～2●45

:蓋讐肇属亀猥 質疑 15分 (会員以外の方の参旗

もフリーです。)

・休憩:10分
・総会行事:60分

8:妻虜量懲に

'::裁

畢野鯛鍮訴おむ
名古屋三菱・朝鮮女子勤労挺身隊訴訟を支援する会

連絡先 :高橋信 8052‐ 762‐ 1528

璽レFll年■ 1見 r)錮購劉永昇さん
翻団D18:30～20:30(予定)

無騒ロイーブルなごやホール

は 500円
東大螢災下の戦鮮人だ段を譲   |
む』などの著會。         |

「風媒社」編集長

1963年 名古屋市これ、在日コ

リアン3せ 。早稲
'大

卒

雑続編集者など難て,8年より現

職。Fく不退鮮人>と は輩か～関
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朝
鮮
学
園
の

幼
保
無
償
化
が
持

つ
意
味

今
年
私

（
二
世
）

の
孫

（
四

世
）
を
含
め
、
九
名
の
幼
児
が
朝

鮮
学
校
の
幼
稚
園
に
入
同
し
た
。

父
母
た
ち
が
入
園
さ
せ
る
き

っ
か

け
は
、
園
長
は
じ
め
保
育
士
の
真

摯
な
教
育
姿
勢
と
教
育
環
境
の
充

実
だ
と
い
う
。
そ
れ
と
裏
腹
に
朝

鮮
学
校
の
保
護
者
の
心
配
は
園
費

・
学
費
の
負
担
が
あ
る
。

日
本
に
住
む
住
民
が
収
め
る

「消
費
税
」
が
財
源
で
、
二
〇

一

九
年
か
ら
始
ま

っ
た
子
ど
も
支
援

補
助
制
度
か
ら
朝
鮮
幼
稚
園
は
当

初
除
外
さ
れ
た
。
父
母
た
ち
の
運

動
が
実
り
、
愛
知
県
で
は
二

一
年

年
度
か
ら
名
古
屋
市
を
始
め
九
市

が
適
用
さ
れ
た
が
、
大
府
市
だ
け

は
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
学

園
側
と
父
母
は
市
長
に
対
す
る
要

請
を
行
い
今
年
か
ら
、
適
用
を
受

け
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

日
本
政
府
は
外
国
人
労
働
者

の
増
加
に
伴
い
、
「多
文
化
共

生
」
政
策
を
二
〇
〇
五
年
か

ら
打
ち
出
し
、
外
国
人
の
子

ど
も
た
ち
に
も
教
育
無
償
化

や
児
童
手
当

の
拡
充
を
進
め

て
き
た
。

こ
の
施
策
か
ら
唯

一
取
り
残
さ
れ
た
の
が
、
朝

鮮
学
校

の
子
ど
も
た
ち
で
あ

る
。
二
〇

一
〇
年
か
ら
実
施

さ
れ
た
無
償
化
制
度

で
は
、

外
国
人
学
校
か
ら
朝
鮮
高
校

生
だ
け
を
対
象
外
に
し
た
だ

け
で
な
く
、　
一
部

の
地
方
自

治
体
が
共
振
し
て
、
朝
鮮
学

校

へ
の
教
育
補
助
金
を
削
減

あ
る
い
は
打
ち
切
る
と
い
う

事
態
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
民
主
党
も
自
公
連
立

政
権

で
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

ず
、
朝
鮮
と
の
国
交
問
題
と

朝
鮮
学
校
が

一
条
校
に
な
れ

な

い
事
情
と
関
連
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

戦
後

「民
族
教
育
」
の

は
じ
ま
り

民
族
教
育

は
、
戦
後
日
本
に

在
住
し
た
朝
鮮
人
が
帰
国
を
前
提

に
、
民
族
性
と
言
葉
の
回
復
の
た

め
学
校
を
設
置
し
た
。
当
時
約
二

〇
万
人
の
在
住
朝
鮮
人
の
就
学
児

童
は
極
端
な
物
資
不
足
と
貧
困
の

な
か
で
も
教
材
、
教
科
書
、
教
員

問
題
を
解
決
し
、　
一
九
四
八
年
に

は
全
国
的
に
五
三
四
校
五
七
、
二

〇
四
人
ま
で
に
な

っ
た
。
①

し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

（
ア
メ
リ
カ

占
領
軍
）
は
、
在
日
朝
鮮
人
を
治

安
的
な
観
点
か
ら
敵
国
民
と
し
て

扱
い
、
朝
鮮
語
教
育
を
核
と
す
る

民
族
教
育
は
正
規
教
育
と
し
て
認

め
ず
、
開
鎖
命
令
を
出
し
た
の
で

あ
る
。
「朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
令
」

反
対
す
る
運
動
は
、
阪
神
教
育
聞

争
等
で
全
国
的
に
広
ま
り
、
朝
聯

が
解
散
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。

朝
鮮
人
子
弟
の
義
務
教
育
は
公

立
学
校
で
行
い
、
朝
鮮
人
学
校
に

対
し
て
は
国
、
地
方
公
共
団
体
が

援
助
を
行
わ
な
い
と
い
う
閣
議
決

定
ま
で
さ
れ
た
。
学
校
閉
鎖
の
影

響
は
大
き
く
、
十
万
人
の
子
ど
も

た
ち
は
否
応
な
く
日
本
学
校

へ
編

入
さ
せ
ら
れ
、
公
教
育
で
は
朝
鮮

人
は
、
歓
迎
さ
れ
ざ
る

「異
邦
人
」

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

文
部
省
は
子
ど
も
た
ち
の
親

に
日
本
の
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
公
立
学
校
の
入
学

許
可
と

「誓
約
書
」
を
書
か
せ
、

「違
反
し
た
と
き
は
退
学
」
さ
せ

る
と
謳
い
、　
一
方
で
は
朝
鮮
学
校

を
規
制
弾
圧
し
て
お
き
な
が
ら
義

務
は
負
わ
な
い
と

Ｅ
呈
ご

し
た
。

②

韓
国
の
李
承
晩
政
権
は
無
関

心
で
、
朴
正
熙
政
権
で
も
在
日
コ

リ
ア
ン
は
日
本
人
化
し
て
も
良
い

と
い
う

「棄
民
政
策
」
を
と
り
、

自
国

へ
の
帰
国
を
拒
否
し
た
の
で

あ
る
。
③

九
割
を
占
め
る
南
出
身
者

の

在
日
朝
鮮
人
は
自
分
の
故
郷
に
思

い
を
寄
せ
な
が
ら
、
民
族
を
取
り

戻
す
教
育
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の

ひ
と
た
ち
を
朝
鮮
政
府
は

「海
外

公
民
」
と
し
て
、
「愛
国
愛
族
運

文 光 喜
愛知朝鮮学園理事長
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動
」
の
路
線
転
換
と

「内
政
不
千

渉
」
原
則
を
守
る
よ
う
に
導
い
た

の
で
あ
る
。
④

金
日
成
主
席
は
教
育
事
業
が

民
族
再
生
運
動
だ
と
し
て
、
教
育

援
助
費
を
送
り
、
そ
の
影
響
で
「帰

国
ブ
ー
ム
」
が
起
き
た
。
翌
年
に

は
朝
鮮
大
学
校
が
設
立
さ
れ
、
全

国
に
学
校
が
七
六
校
再
建
し
、
学

生
数
は
三
六
、
五

一
六
名
ま
で
増

加
し
た
。
一朝
鮮
学
校
の
教
科
書
は

教
育
資
源
を
駆
使
す
る

「移
植
」

も
し
な
が
ら
、
「ナ
シ
ョ
ナ
ル

・

ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ
イ
」
を
育
み
、

脱
植
民
地
化
と
日
本
の
実
情
に
合

う
教
育
を
自
ら
の
力
で
創
造
し
て

い
つ
た
の
で
あ
る
。
⑤

し
か
し
日
本
政
府
は
文
部
次
官

通
達
と
し
て

「朝
鮮
人
と
し
て
の

民
族
性
ま
た
は
国
民
性
を
涵
養
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
朝
鮮
人
学

校
を
各
種
学
校
と
し
て
認
可
す
ベ

き
で
は
な
い
」
と
す
る
通
達
を
出

し
、
公
立
朝
鮮
学
校
の
廃
上
を
決

め
た
。
朝
鮮
学
校
は
そ
れ
に
ひ
る

ま
ず
、
各
種
学
校
法
人
と
し
て
の

認
可
を
取
得
し
、
自
主
学
校
の
地

位
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い

っ

た
。文

部
省
が

一
九
六
六
年

に
朝

鮮
学
校
を
監
督
す
る

「外
国
人
学

校
」
法
案
を
七
回
も
国
会
に
上
程

さ
せ
、
批
准
を
試
み
た
が
、
日
本

の
広
範
な
市
民
、
教
育
界
、
地
方

自
治
体

・
議
会
か
ら
の
反
対
の
声

で
廃
案
に
持
ち
込
ん
だ
意
義
は
大

き
か
つ
た
。
文
部
省
通
達
は
事
実

上
死
文
化
さ
れ
、
東
京
都
が

一
九

七
〇
年
、
大
阪
府
が
七
四
年
、
愛

知
県
、
神
奈
川
県
が
七
七
年
か
ら

補
助
金
制
度
が
始
ま
り
、
市
区
町

村
か
ら
も
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
公
立
の
朝
鮮
学
校
は
六
八
年

に
廃
上
さ
れ
、
民
族
学
級
と
し
て

残

っ
た
が
、
圧
倒
的
多
数
の
子
ど

も
た
ち
は
日
本
学
校

へ
と
移

っ

た
。
⑥

在
日
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
が
公

教
育
の
中
で
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ

を
育
む
民
族
教
育
を
行
う
こ
と
は

至
難
の
業
で
あ
る
。
民
族
学
級
は

「制
度
保
障
や
学
校
体
制
」
が
な

い
状
況
で
、
存
在
を
否
定
さ
れ
な

が
ら
、
衰
退
の

一
途
を
迎
り
現
在

一
二
校

（大
阪
一
〇
校
、
一示
都
二
校
）

で
講
師
や
児
童
に
排
外
的
言
動
を

受
け
誹
謗
中
傷
す
る
事
象
が
発
生

し
て
い
る
。
⑦

近
年
日
本
社
会
に
お
い
て
、
「北

朝
鮮
＝
絶
対
悪
」
の
構
図
の
中
で
、

朝
鮮
学
校
を

「奇
跡
」
と
称
贅
し
、

「人
類
史
的
文
化
遺
産
と
し
て
登

載
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
あ
る

反
面
、
差
別
さ
れ
て
当
然
で
あ
る

か
の
よ
う
な
蔑
視
観
が
根
強
く
残

つ
て
い
る
。

日
本
に
い
る
外
国
人
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育

日
本
に
は
朝
鮮
学
校
以
外
に
二

〇
〇
校

ほ
ど
外
国
人
学
校
が
あ

る
。
そ
れ
は
中
国
人
学
校
、　
ニ
ュ

ー
カ
マ
ー
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
南
米

系
と
欧
米
系
、
ア
ジ
ア
系
の
学
校

が
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
特
定
の

国
や
地
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ス
ク
ー
ル
と

よ
ば
れ
る
学
校
群
が
あ
る
。
③

外
国
人
学
校
は

一
人
七
二
年
サ

ン
モ
ー
ル
修
道
会
が
最
初
で
、
中

国
系
の
大
同
学
校
は

一
人
九
人

年
、
翌
年
に
中
華
同
文
学
校
が
創

設
さ
れ
、
米
軍
基
地
内
の

「
ア
メ

リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
」
は
戦
後
に
で

き
た
。
⑨

日
本
政
府
は

一
九
四
六
年
の
日

本
国
憲
法
第
二
六
条
や
教
育
基
本

法
第
四
条
に
お
い
て

「教
育
を
受

け
る
権
利
」
と

「受
け
さ
せ
る
権

利
」
の
就
学
義
務
の
対
象
を

「
日

本
国
民
」
に
限
定
し
て
、
在
日
コ

リ
ア
ン
の
子
ど
も
を

「外
国
人
登

録
令
」
で
外
国
人
と
結
論
づ
け
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に

よ
り

「
日
本
国
籍
か
ら
離
脱
し
た

者
」
に
変
わ
り
、
五
三
年

「朝
鮮

人
の
義
務
教
育
諸
学
校

へ
の
就
学

に
つ
い
て
」
の
通
達
で
、
日
本
国

籍
で
な
い
者
に
は
義
務
教
育
を
施

す
必
要
は
な
い
と
し
た
。
こ
の
解

釈
は
六
五
年

「
日
韓
法
的
地
位
協

定
」
で
在
日
朝
鮮
人
の
公
立
学
校

通
学
は

「恩
恵
」
に
は
か
な
ら
ず
、

民
族
的
固
有
性
は
考
慮
せ
ず
あ
く

ま
で
も
日
本
人
と
同
様
に
扱
う

「同
化
」
が
前
提
で
あ
る
と
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
在
日
外
国
人
政
策

に
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
、
現
在
で

も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
九

一
年
の

日
韓
覚
書
の

「就
学
案
内
」
も
し

か
り
、
七
〇
年
代
の

「中
国
帰
国

者
」
や
人
〇
年
代
の
イ
ン
ド
シ
ナ

難
民
、
九
〇
年
代
の
日
系
南
米
人

な
ど

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
児
童

・
生

徒
に
も
同
じ
よ
う
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
。

韓
国
学
校
は

「
日
本
で
尊
敬

さ
れ
る
韓
国
系
日
本
人
を
作
る
」

基
本
方
針
の
下
で
、
「多
文
化
共

生
社
会
の
実
現
」
の
た
め
の
学
校

つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
た

め
、
自
主
校
で
は
な
く

一
条
校
を
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目
指
し
て
い
る
。
民
団
は
各
種
学

校
の
東
京
韓
国
学
校
を
除
き
、
白

頭
学
院

（建
国
幼
小
中
高
校
）
、
金

剛
学
園

（小
宝
局
校
）
、
京
都
国
際

学
園

（中
高
校
）
の

一
条
校
が
あ

り
、
名
古
屋
韓
国
学
校

（定
時
制

ェ全

名
）
は
各
種
学
校
で
あ
る
。

中
華
学
校
は

「
華
僑

の
た
め

の
学
校
」
と
し
て
、
日
本
社
会
に

一
二
〇
年
長
く
根
付
い
て
い
る
各

種
学
校
で
あ
る
。
華
僑
は
コ
ミ

ユ

ニ
テ
イ
の
出
資
に
よ
つ
て
、
華
僑

・
華
人
社
会
の
維
持
と
発
展
、
言

語

・
伝
統
文
化
や
民
族
的
自
党
を

も
た
せ
る
た
め
の
民
族
教
育
が
行

つ
て
い
る
。
統
括
機
関
は
無
く
、

五
校
の
中
華
学
校
は
独
自
の
方
針

に
沿

っ
て
行
う
。
共
通
点
は
華
僑

の
精
神
で
あ
る

「有
銭
出
銭
、
有

力
出
力

（お
金
の
あ
る
人
は
お
金
を

出
し
、
力
の
あ
る
人
は
力
を
出
す
ご

の
考
え
で
、
小
学
部
か
ら
中
学
部

（
一
部
高
中
部
）
ま

で
の
九
年
間

は
中
国
語
に
よ
つ
て
教
授
さ
れ
、

中
国
語
の
教
科
書
や
日
本
の
教
科

書
を
中
国
語
に
翻
訳
し
な
が
ら
教

育
実
践
を
行

っ
て
き
た
。
囲
碁
棋

士
の
林
海
峯
名
誉
天
元
や
王
貞
治

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

・
ホ
ー
ク
ス
前
監

督
も
通
っ
た
と
い
う
東
京
中
華
学

校
は
〇
七
年
二
七
人
名
の
児
童
生

徒
が
中
国
人
と
し
て
の
素
養
を
高

め
る
と
と
も
に
、
日
本
の
大
学
に

進
学
で
き
る
学
校
で
あ
る
。
⑩

中
国
系

ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
は

一

九
人
〇
年
代
以
降
増
え
続
け
て
、

在
日
コ
リ
ア
ン
の
数
を
上
回
り
二

〇
〇
〇
年
代
に
は
七
六
万
人
を
越

し
た
。
オ
ー
ル
ド
カ

マ
ー

（老
華

僑
）
の

一
世
は

「中
華
学
校
に
入

る
の
が
当
然
」
で
、
三
世

・
四
世

に
な
つ
て
も

「落
地
生
根
」
と
し

て
、
移
り
住
ん
だ
土
地
に
根
を
張

り
、
生
活
を
す
る
の
が
ス
タ
イ
ル

と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ニ
ュ
ー

カ

マ
ー

（新
華
僑
）
は
、
伝
統
文

化
の
存
続
は
重
視
し
な
が
ら
も
、

国
籍
を
変
え
た
り
、
状
況
に
応
じ

柔
軟
に
対
応
し
、
民
族
教
育
の
み

を
強
調
す
る
だ
け
で
は
な
い
と
い

”つノ。政
府
か
ら
厚
い
保
護
の

ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校

ブ
ラ
ジ

ル
人
学
校
は

一
九
九

〇
年
代
、
共
稼
ぎ
両
親
の
要
請
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
私
立
校
の
分
校
、
派
遣

会
社
の
個
人
事
業
者
や
会
社
形
態

の
私
塾
か
ら
始
ま

っ
た
。
外
国
人

学
校
の
な
か
で
は
最
大
の
学
校
数

を
も
つ
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
は
二
〇

一
〇
年

（文
科
省
の
調
査
）
生
徒
数

は
四
七
〇
〇
人
、
七
〇
校
に
減
少

し
た
が
、　
一
四
年
に
五
六
校
中
、

一
五
校
が
認
可
各
種
学
校
、
あ
と

の
四

一
校
は
無
認
可
校
、
ブ
ラ
ジ

ル
政
府
認
可
校
が
三
二
校
、
あ
と

の

一
九
校
が
認
可
未
取
得
校
で
あ

る
。
①

二
〇
〇
三
年
に
文
科
省
は
学

校
教
育
法
告
示
を
改
正
し
、　
一
〇

年
か
ら
認
可
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
て

一
二
年
に
は

一
二
校
が
認

可
さ
れ
て
い
る
。
内
閣
府
は

「日

系
定
住
外
国
人
政
策
に
関
す
る
行

動
計
画
」
で
更
な
る
支
援
を
強
め

て
い
る
こ
と
は
他
の
外
国
人
学
校

と
は
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

文
科
省
は
人
九
年
か
ら
本
格

的
に
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
子
ど
も
の

教
育
に
関
し
て
入
管
法
の
改
正
と

と
も
に
教
育
支
援
事
業
を
行

つ
て

い
る
が
、
外
国
人
児
童
生
徒
の
不

就
学

・
不
登
校
の
大
き
な
改
善
対

策
に
は
至
つ
て
い
な
い
。
⑫

義
務
教
育
年
齢
に
あ
た
る
外

国
人
の
数
は
、
二
〇
〇
八
年
末
で

約

一
二

一
、
○
○
○
人
、
『
学
校

基
本
調
査
」
で
子
ど
も
は
七
万
人

い
る
と
推
定
さ
れ
、
公
立
学
校
に

お
け
る
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児

童
生
徒
は

一
。
六
倍
、
日
本
語
指

導
が
必
要
な
日
本
国
籍
児
童
生
徒

は
三
倍
、
外
国
人
児
童
生
徒
は

一

・
五
倍
に
増
え
て
、
そ
の
児
童
生

徒
数
は

一
六
年
度
に
四
三
、
九
四

七
人

（外
国
籍
児
童
生
徒
三
四
三
二

五
人
、
日
本
国
籍
児
童
生
徒
数
九
六

一

二
人
）
は
過
去
最
多

で

「
世
界
第

四
位
の
隠
れ
移
民
大
国
」
⑬
の
現

実
が
あ
る
。

い
ま

ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
の
子
ど

も
た
ち
が
抱
え
て
い
る
課
題

含
百

語
、
適
応
、
学
力
、
進
路
、
不
就
学
、

ア
イ
デ
イ
ア
イ
ア
こ

の
な
か
で
最

も
深
え
な
の
が
不
就
学
で
あ
る
。

二
〇

一
九
年
時
点
で
不
就
学
率
が

一
〇
％
の

一
九
、
四
七

一
人
と
ま

だ
解
決
に
は
程
遠
い
感
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
制
度
上
の
問
題
の
他
に

当
事
者
た
ち
の
問
題

（学
校
の
対

応
、
経
済
的
貧
困
、
家
庭
問
題
・
家
事

手
伝
い
、
情
報
不
足
）
と
労
働
上
の

問
題
が
あ
る
。
①

過
去
に
も
リ
ー

マ
ン
シ
ヨ
ツ

ク
に
よ
る
不
況
時
に
親
の
失
業
に

よ
り
学
費
が
払
え
ず
、
学
校
に
通

え
な
い
子
ど
も
や
不
登
校
化
か
ら

非
行
に
走
る
子
ど
も
な
ど

一
万
人

い
た
と
い
う
。
「雇
用
の
調
整
弁
」

と
し
て
派
遣
切
り
の
労
働
者
も
多

く
出
た
と
い
う
。
移
民
時
代
を
見

据
え
て
、
母
語
を
主
体
に
教
育
を

展
開
す
る
外
国
人
学
校
を
よ
り
活

性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
多
文
化

共
生
に
も
繋
が

つ
て
い
く
と
思
わ

れ
る
が
日
本
で
は
そ
の
壁
は
非
常

に
厚
い
。
①

こ
れ
か
ら
の
課
題

日
本
政
府
は
二
〇

一
三
、　
一

四
、　
一
人
年
の
国
連
人
種
差
別
撤

廃
委
員
会
、
子
ど
も
権
利
委
員
会

の
勧
告
が
あ

つ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
「拘
束
力
が
な
い
」
と
高
を

く
く
り
、
「拉
致
問
題
の
進
展
が



な
い
こ
と
、
朝
鮮
総
聯
と
の
密
接

な
関
係
」
と
し
て
無
視
し
て
き
た
。

日
本
は
国
連
の
理
事
国
に
な

っ
て

国
際
貢
献
を
し
た
い
と
主
張
し
て

い
る
が
、
国
連
の
勧
告
を
否
定
し

な
が
ら
真
逆
な
行
為
を
行

っ
て
い

る
現
実
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
賢
明
な
措
置
が
と

ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。
①

「
民
族
」
や

「
非
合
理
的
」

な
要
素
が

「国
民
」
か
ら
切
り
離

さ
れ
る

一
方
で
、
出
入
国
管
理
に

お
け
る
ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入
に
み

ら
れ
る
よ
う
に

「有
用
」
か
ど
う

か
と
い
う
経
済
合
理
的
な
視
点
が

「国
民
」
の
中
に
織
り
こ
ま
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
に
対
し
て
は
、

国
と
地
方
の
距
離
は
縮
ま
り

「共

振
」
し
な
が
ら

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
を

包
摂
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
だ
そ
れ
は

「公
益
に
資
さ

ぬ
」
民
族
教
育
や
ア
ジ
ア
系
外
国

人
学
校
に
対
し
て
は
、
大
学
入
学

資
格
認
定
、
無
償
化
を
含
む
教
育

助
成

・
補
助
、
教
員
採
用
、
寄
付

金
の
免
税
措
置
等
に
お
い
て
は

一

向
に
変
化

の
兆
し
が
み
ら
れ
な

い
。
「
公
益
」
や

「国
益
」
な
い

し

「
日
本
人
益
」
だ
け
が
優
先
し

て
い
る
の
は
旧
態
依
然
た
る
も
の

で
あ
り
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に

も
通
用
性
を
欠
く
も
の
に
な

っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
今
回
幼
稚
園

の

「支
援
事
業
」
は
、
あ
く
ま
で

も
対
象
者
施
設
た
る
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
否
か
を
自
治
体
が
判

断
し
て
手
上
げ
方
式
で
支
援
が
で

き
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
二

二
年
二
月
時
点
で
各
種
学
校
認
可

を
持

つ
朝
鮮
幼
稚
園
が
所
在
す
る

一
六
都
府
県
の
う
ち

一
五
の
都
府

県
が
支
援
事
業
を
受
託
し
て
い

る
。
い
つ
も
制
度
の
支
援
の
外
に

追
い
や
ら
れ
何
度
も
苦
汁
を
飲
ま

さ
れ
て
き
た
民
族
教
育
に
と

つ

て
、
今
回
国
庫
補
助
が
初
め
て
朝

鮮
学
校
の
教
育
事
業
に
適
用
さ
れ

た
意
義
は
大
き
い
。
さ
ら
に
学
園

当
局
が
地
方
自
治
体
か
ら
幼
稚
園

保
護
者
補
助
金
を
確
保
し
、
子
ど

も
た
ち
の
バ
ス
通
園
費
を

「ア
イ

教
育
財
団
」
が
補
助
し
て
負
担
が

軽
減
さ
れ
、
幼
保
無
償
化
が
実
現

で
き
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
名
古
屋
市
の

河
村
市
長
は
二
〇
二

一
年
度
か

ら
、
学
校
の
移
転
を
理
由
に
名
古

屋
朝
鮮
初
級
学
校
に
対
す
る
補
助

金
を
止
め
た
。
学
父
母
の
負
担
が

ま
た
増
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

一
日
も
早
い
解
決
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
在
日
朝
鮮
人
の
教
育
問

題
の
解
決
は
必
ず
閉
ざ
さ
れ
て
い

る
日
朝
間
の
対
話
の
道
を
切
り
開

く
契
機
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（二
〇
二
三
年
七
月
九
日
）
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邑翠文化フォーラムの
願い

邑翠は、緑に包まれた爽ゃかな空間の意

朝鮮半島と日本 との間には古代から

交流が脈々と続いてきたことは明治い

らいの考古字、歴史の研究によって明

らかになって来ています。日本人の

DNAに半島から渡来した人々の影響

力{あ ることも否定できませた。

2002年のフール ドカップドの日韓共

催を前に当時の天皇、現在の上皇様

が「わが天皇家も古代 においては、

天皇の夫人に百済王族系の女性が迎

えられてぃるなどで、韓国には強いゆ

からを感じています。」 と述べられた事

も記意に残っています。

21世紀の今、東海地方には多彩な

人々が住んでいます。日本人は、もちろ

ん、二つの祖国に別れている在日の人々

に日本籍にかえた元在日の人々、そし

て、増え続けるニューカマーが混在し

ていますが、相互の交流がほとんと無い

まま時には反発しあう人たちもいます。

邑翠フォーラムは、こうした現状に一

石を投じようと考えています。継続的

な講座の開催で古代いらいの半島と日

本との文化的交流の歴史を確認しても

らい、受講した人々が夫々の立場を超

えて互いを認め合い対話を始めるよう

努力するつもうです。

こうした考え方に共感しているのが、

すでに 25年間、日韓の民間交流の実

績を積たできた日韓市民ネットワーク・

などやなので、この団体 と協力しなが

ら、講座 を維続 し、多文化共生 rt、

わずかでも尽力したいと考えています。

戴謝 上貯
わ交滉食(FAX 0

講座「朝鮮半島と日本との交流史」

第1回シリーズ

こうして人々 は波濤を越えた‖

陰
li懃)itty→扮

[参力Л費11回 1000円 (定員120名 )学生無料

θは 5月 3日 (祝 )14:00～

彦
『

flT:it:'1子 l化

～強大国の誇 ク
膏

く

0

鱚i縦i[喜][鷲i●
瘍 8月 6日 (日 )14:00～

倭人も、また海を越えた !

～半島南部に見る倭人の足跡～

WEBでのお中し込み

右記のORコ ー ドからお申込みください⇒

FAXでのお申し込み

下記のフォームにご記入の上、0568・ 84・8674ま でお願いします。

[お問合せ]邑翠文化フォーラム事務局 Park o80‐ 8250‐2452

568口 84‐ 8674
名
前

(フ

リガナ

          )

職
業

●
加
回

●・ 00000
来●加国に0■つけてください_

連
絡
先 ※

=鮨
番号またはメールアドレスをご記入ください。
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い
ま
菌
白
い
市
民
ヨ
■
の
情
颯
腱

ν
ル
ー
プ
紙
誌

鋼群郎
・戦争を記録する

乳
静
知
炉
純一毛
ヰ

○
半

田
市

平
和
資
料

室

を

つ
く

る

会
発
足
！

〇

「
も
十

二
戦
争

と
平
和

を
考

え

る
〈
ご

は
大
盛
況
／
福
岡
講
演

『
戦

時
歌
謡
と
替

え
歌
』
抜
粋

〇
愛
高

教
女
性
部

の
半

田
戦
跡
見

学

／
体

験

証

言

「
洗

脳
さ
れ

た
軍

国
少
年
」攀

∽
鋳鵡
一

発
行
＝
同
会
／
瀬
戸
市
）

○
な

か

つ
た

こ
と
に
は
さ

せ
な

い

熱

い
夏
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緻

〇

ピ

ー

ス

フ

エ
ス
テ

イ
バ

ル

ｉ

ｎ

せ
と
第

一
回
戦
争
体
験

を
語

り
継

ぐ

会

『
引

き
揚
げ

の
と
き
、

私

は

四
才
～
堀
千
代
子
』

〇
戦
争

体

験

を
語
り
継
ぐ
会
第

３

回

「
瀬

戸
市

顕

霊
誌

（遺
族
会

発

行

）

に

み

る
戦
没
者

一
一
七
五
名

の
記
録
」
／
記
録
か
ら
み
え
る
戦

争

の
実
相

ほ

か

●

追

伸

大 発
（魯

，

』
鶴

舎

た
約
故

駐
市

．
転

区

〇

【
エ

ッ
セ
イ
】

「
み
ん
な
違

っ
て

い
い
ん
だ
ね
」

っ
て
ホ

ン
ト
ウ

？

～
三
鳴
　
寛

〇

【
歴
史
雑
話
】
『
日
本
書
紀
』
が

描

く

「
倭

国
版

ハ
ム
レ

ツ
ト
」

の

全
貌
～
野
原
敏
雄

○

フ

ー
上

モ
ダ

ン
ボ

ー

イ

の
死

／
李
箱

と

モ
ダ

ン
都
市

～
劉
永
昇

ほ
か

●
日
中
友
好
新
聞

・
愛
知
県
連
版

古‐‐
（屋 日 二

¨
」
峰
嚇
織
期

知．
卿

連
海
舗

〇

七

二

〓
二
総

会

記

念

文

化

講

演

『
中
国
少
数
民
族
文
学

へ
の
招
待
』

講
師

＝
西
脇
孝
夫
氏

○

【
中

国

も

の
し

リ

コ
ー
ナ
ー
】

中

国

で
羊

の
ス
ー
プ
だ

つ
た
羊
羹

が
日
本

の
お
菓
子
に
な

っ
た

○
第

二
五
回

い

つ
か
展
　
開
催

さ

れ

る

ほ
か

●

結

（
ゆ

い
）

裁
判
～
吉

田
典

子

○

「
改

悪

入
管

法
」

と

「
名
古

屋

入
管

死
亡
事
件
」

～
小
野
政
美

〇
韓

国

ワ
イ

パ
ー
労
組

遠

征
団

と

と
も
に
～
浅
野
文
秀

ほ
か

●
草
の
根

」
彗
¨

一

鮭

県．
既

議
銭

右
鋼

胡

臥

〇
昨
年

以
上

の
参
加
者
数

！
／

二

〇

二
三
あ

い
ち

平
和

行
進

／
参
加

一百
＝
四
、

五
四
九
名

・
ペ
ナ
ン
ト
＝
九
六

〇
本

・
折
り
鶴
＝
二
七
〇
九
五
七
羽
・
求
め

る
署
名
＝
四

一
五
筆

・
行
進
募
金
＝
五
九

五
、
二
〇
七
円

〇

西
本

先

駆
者

に
学

ん

で
／
礼

文

か
ら
広
島

へ
～
西
岡
久

男

○
金
山

コ
ン

コ
ー

ス

『
原
爆

と

人

間
』
展
八
月
十
九
日

・
二
十

日
ほ
か

●
な
ご
や
市
職

（第
二
三
八
七
号
＝
二
〇
二
三
年
七

月
十

一
・
二

一
日
合
併

発
行

＝
名

古

屋
市
職

員
労
働

組

合

／
名
古

屋

市
中
区
三
の
丸
）

○
青

年

ア

ン
ケ

ー

ト
実

施

中

／
若

者

の
声

に
寄

り

そ

い
た

い
／
青

年

層

が
抱

え

て
い
る

不
安

っ
て
？
／

青
年
層
に
向
け
た
新
し
い
と
り
く
み

○

み
ん
な

が
喜

ん

で
く
れ

る
　

と

て
も

や
り

が

い
あ

る
活
動

で
す

～

「
み
な

と
安

・
安
演
劇

部

」

河
合

雅
弘
ん

０

７
５
年
史

い
よ

い
よ
発

刊

１
／

市

民
と
職

員

の
い

の
ち

と

く

ら
し

を
守

っ
て
歩

み
／

そ

の

「
が

ん
ば

り
」
は
ど

こ
か
ら

ほ
か

●
ポ
ラ
ム
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（
第

一
四
〇

号

＝
二
〇

二
三

・
七

・

一
五
　

発
行

＝
岐
阜

朝
鮮

初
中

級
学
校

の
子
ど

も
た
ち
を
支

援

す

る
ポ

ラ

ム

の
会
／
岐
阜

市

長
良

）

○

【
教

室

か
ら
】

三
人

の
園
児

で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
～
金
玲
華

〇
無
窮

花

（
ム
グ

ン

フ

ア
＝
木
種

ム
ク
ゲ

）
～
後
藤
輝
美

〇
梨
花
美
代

子
さ

ん
～
松
井

和

子

ほ
か

●

愛

労

連

（箋

一三

九
号
上

δ

二
三

・
七

日
十
　
発
行
＝
愛
知
県
労
働

組
合
総
連
合
／
名
古
屋
市
熱
田
区
）

○
公
務

員
賃
金

。
最
低

賃
金

の
引

き
上
げ

、

非

正
規
格
差

是

正

の
実

現

へ
／

こ

の
夏
、
全

労
働
者

の
賃

上
げ

を

〇

【
オ

ピ

ニ
オ

ン
】

ジ

ェ
ン
ダ

ー

視
点

を
大

切

に
、
労
働
組
合

も
変

わ
ら
な
き
や

０

４
年

ぶ

り
に
し

っ
か
り
″
歩

い

た
あ

い
ち
平

和
行
進

／
核
廃

絶

ヘ

の
願

い
を
世
界
大
会

へ

″

ほ
か

田
政
権

は

い
ら
な
い

〇
世
界

は
価
値

観

対
立

を
越

え
国

際
協

調

へ
／
猿

田
佐

世
さ

ん
講

演

〇

【平
和

の
声

】

「抑
止
力
論
」

歴
史
に
学
べ

ほ
か

●
あ
ま
東
部

（
に

一
七
震
＝

二
〇

二
三
・
七

日
二

〓
一　

発

行

＝
あ

ま
東
部

平
和
委

員

会

／
海
部
郡
大
治
町
）

○

【
連

続
市

民
講
座

）

不
断

の
外

交
努

力

こ
そ
が
持
続

可
能

な
安

全

保
障

／
大

軍
拡

路
線

の
現
情
勢

～

三
宅
教
授

○
今

を
戦
前

に
さ

せ
な

い
１
／

古

本

屋

で
見

つ
け

た
戦
争
中

の
暮

ら

し
の
記
録

〇

【
あ

い
ち
平
和
映

画
祭

反
核

・

命

の
水

を

テ
ー

マ
に

二
四
〇
入
】

ほ

か

【送
り
先
】
★
郵
便
＝
よ
ヽ
‐口
路

名
古
屋
市
千
種
区
小
松
町

０
‐Ｏ
Ｌ

日
朝

協

会

愛
知

県
連

合

会

★

？
Ｂ
”〓
＝
ヽ
―
バ
２
α
魚
ｙ
∽

，
σ
ご
ご

σ
Ｏ
・３
Φ
・
一〇

【大
阪
版
】
一δ
壬
千
七
・
十

〇

ユ
ン
政
権

異
常
兆
候
、
労
働
者

は
ゼ
ネ

ス
ト
で
対
抗

〇

日
本

人

の
韓

国
旅

行
、

前
年

同

月
の
五
〇
培

〇

【
か
ゑ
子

さ

ん

の
映

画
案

内

】

『
小
説
家

の
映

画
』

含

一〇

二

二

年
）

ほ
か

【
石

川

版

】

二
〇
一
三
十

六

〇

日
朝
協

会

全

国
総
会

に
参
加

し

ま
し
た
～
川
本
浩
平

○

【
シ
リ
ー
ズ

３
】
能

登

・
加

賀

の
渡
来
人
～
浅
井
茂
人
著

○

日
中
友

好
協

会

・
日
朝
協
会

合

同
学

習
会

／

「
軍
事

的

対
立

か
ら

平
和
共
存

へ
の
転
換
　
歴
史

の
教

訓
と
私

た
ち

の
役
割

と
未
来

へ
の

展
望
」
・
講
師
――
矢
崎
光
晴
さ
んほ

か

【埼
玉
願
】
一δ
≡
千
五
上

○
関
東
大
震
災

か
ら
百
年
／

い
ま
、

あ

ら

た
め

て

「
国
家

責

任

」

を
問

，つ〇
姜
大

興

さ

ん

の
想

い
を
刻

み
未

来

に
生

か
す
実
行
委

員
会

を
結

成

○
姜
大

興

さ

ん

の
墓

碑

の
説
明
プ

レ
ー

ト

の
作
成

に
当

た

っ
て
／
賛

同
金

の
お
願

い

ほ
か

【群
馬
版
】
一３
基
千
六
上

〇
皆

さ

ん

の
ご

支

援

と
協

力

に
よ

り

日
朝
協
会

第

四
八

回
定
期

全

国

総
会

（
於

・
群
馬

）

は
無

事

し

ゅ

う
り

よ
う
し
ま
し
た

○
実

を
結

ん
だ

群

馬

の
団
結

力

～

小
山
時
子

○
百
年
前

の

『
福

田
村
事
件
』
、
千

葉

野
田
市

が
初

め
て
公
式

に
弔
意

を
表
明

ほ
か

湾ぢ賛キ皇
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岸 集 屋集
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紙
＝
三
浦
雅
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】
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